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１． アラスカ・アリューシャン沈み込み帯の巨大地震 

 アラスカ・アリューシャン沈み込み帯では20世紀に複数のM9クラスの巨大地震が発生した（図１）．

その中でも最大の地震が1964年アラスカ巨大地震（Mw9.2）で最大すべり量は22mに達した（Johnson 

et al., 1996）.古くからこの地震による地殻変動は解析されており（例えばPlafker, 1969），最近では

Holdahal and Sauber (1994)やSantini et al. (2003)がそれら地殻変動データのインバージョンによりすべ

り量分布を推定し，Prince William SoundとKodiakに２つの大きなすべり域があるとした．さらに遠

地実体波解析からも同じくPrince William SoundとKodiakの２つの大きなすべり域があるとされた

（Christensen and Beck, 1994）．Johnson et al.(1996)は地殻変動データに検潮所で記録された津波波形

データを加えてインバージョンを実施し，すべり量分布を推定し，Prince William Sound側の10m以上

のすべり域は海溝軸近傍のプレート境界まで達していることを示した． 

 1957年アリューシャン巨大地震（Mw 8.6）はその余震分布の広がりから1200㎞にもわたるプレー

ト境界が破壊した巨大地震であったとされていた（図１）．Johnson et al.(1994)は太平洋沿岸で観測

された津波波形のインバージョンを実施し，大きくすべった領域は余震域の西半分で東半分には局

所的に3m程度すべった場所があるだけであるとした．さらに遠地表面波の解析からも大きなモーメ

ントの解放域は震源域の西半分である事も明らかにした．最大すべり量は7m程度であった．さらに，

1957年アリューシャン巨大地震の大きなすべり域内では1986年（Ms7.7）の巨大地震も発生している． 

 1938年アリューシャン巨大地震（Mw8.2）は1964年アラスカ巨大地震の西隣りで発生した（図１）．

津波波形インバージョンからすべり量分布を推定した結果，余震域の東側で大きなすべり（3m）が

発生していたことが分かった（Johnson and Satake, 1994）．1938年アリューシャン巨大地震の破壊域

と1946年アリューシャン地震の間には空白域の存在が指摘されている（図１）．さらにこの後説明

する1946年アリューシャン地震が典型的な津波地震であったことから，この空白域は1957年アリュ

ーシャン巨大地震の破壊域の東側まで伸びる可能性もある． 

 1946年アリューシャン地震（Ms7.4，Mw8.2）は典型的な津波地震であったと言われている

（Kanamori, 1972）．Tanioka and Seno (2001)は津波が異常に大きくなる原因のひとつは海溝近傍の付

加体の変形であるとした．さらに付加体による変形を加えれば，海溝近傍の幅40㎞程度のプレート

境界で26－29mのすべりにより遠地の津波波形を説明できるとした．津波地震の特徴である大きな

すべりが海溝近傍で発生していたこととなる．さらにLopez and Okal(2006)はPasadenaで記録された遠

地表面波を解析し，すべりはゆっくりで，Mwは8.5に達すると推定した．津波地震の特徴であるゆ

っくりすべりも確認され，Ms=7.4からの違いも説明できるとされた．しかし，震源近傍の津波遡上

高は最大40mと非常に高く，しかも津波遡上高の高い地域は沿岸の幅40㎞程度の狭い地域に集中し

ていることが分かっている（Okal et al., 2003）．この様な局所的に高くなる津波は海底地すべり等に

よる津波である可能性が高いとされている(Okal et al., 2003)．さらにFryer and Watts (2001)は津波が局

所的に非常に大きくなった沿岸の沖合の海底に地すべりの痕跡を見つけた．しかし，Okal and Hebert 
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(2007)は津波数値計算を実施し，遠地津波は地震による断層モデルにより説明できるが，地すべりで

は説明できないとした．つまり，これら全ての研究成果を説明する津波発生原因は，地震により海

底地すべりが発生し，地すべり発生域近傍の沿岸に局所的に大きな津波を発生させた．しかし，地

すべりによる津波は波長が短いため局所的で遠地には影響を及ぼさない，遠地で記録された大きな

津波は地震の断層運動による海底地殻変動が原因であった．その断層運動がゆっくりでかつ海溝軸

近傍であったため，津波地震となったとなる． 

 1965年ラッツアイランド巨大地震（Mw8.7）は1957年アリューシャン巨大地震の震源域の西側で

発生した（図１）．アリューシャン沈み込み帯はラッツ島付近になると斜め沈み込みになってくる．

Geist et al.(1988)は震源域付近の海底地形から，斜め沈み込みが上盤側に影響することで海峡谷を境

にブロック運動をしているとした．Beck and Christensen（1991）は遠地実体波解析から1965年ラッツ

アイランド巨大地震の大きくすべった場所は，三か所に分かれ，各々上記ブロックに対応すること

を示した．Johnson and Satake (1996)は遠地津波波形インバージョンを実施し，やはり大きくすべっ

た場所はそれぞれのブロックに対応することを明らかにした．また，海溝近傍のプレート境界のす

べりは少ないことも明らかにした． 

 

２． カムチャッカ沖沈み込み帯の巨大地震 

カムチャッカ沖で最近発生した巨大地震の震源域を図２に示す（Fedotov et al., 1982）．その中

で最大の地震が 1952 年カムチャッカ巨大地震（Mw9.0）でその余震分布の広がりは 600 ㎞に達し

南端は北千島列島に達している．Johnson and Satake (1999)は遠地津波波形インバージョンにより

1952 年カムチャッカ巨大地震のすべり量分布を推定した．大きくすべった場所は余震域の南西側

でそのすべり量は 12m に達すると推定した．MacInnes et al.(2010)はカムチャッカ太平洋側から北

千島列島パラムシル島にわたる沿岸でこれまでに調査された津波堆積物分布を説明することがで

きる断層モデルを津波遡上数値計算を実施する事で推定した．やはり余震域の南西側で大きなす

べりが必要であることを明らかにした．さらに Mw は 9.0 に達するとした． 

カムチャッカから千島列島にかけては最近多くの地点で津波堆積物調査が実施されている（Iliev 

et al., 2005, Razzhigaeva et al., 2008, Pinegina and Bourgeois, 2001, Pinegina et al., 2003, Bourgeois at al., 

2006）．それらの結果を総合しさらに未投稿の調査結果も合わせると，調査地点で大きなばらつき

があるものの，100 年から 400 年に１回は 5m を超える津波に襲われていることが明らかになった． 
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図１ アラスカ・アリューシャン沈み込み帯で発生した最近の巨大地震の余震域と大きくすべっ

たプレート境界の分布．Johnson and Satake (1997)の図に追記した． 
Fig.1. Aftershock areas and high slip areas of recent great earthquakes occurred along the Alaska-Aleutian 

subduction zone. Add after Johnson and Satake(1997) 
 
 

 
図２ カムチャッカ沖で発生した最近の巨大地震の震源域（Fedotov et al., 1982）.☆は 1952 年カム

チャッカ巨大地震の震源を示す．MacInnes et al.(2010)の図に追記した． 
Fig.2. Rupture areas of recent great subduction earthquakes occurred off Kamchatka (locations after 

Fedotov et al., 1982). The star represents the epicenter of the 1952 earthquake. Add after MacInnes 
et al.(1997) 
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